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人 口 と 世 帯 数

男　　　5.787人

女　　　6 . 204人

計　　1 1 ｡991人

世帯数　2  .628世帯

46．8．1 現 在

(昭和砺年度重点事業)

町道　舗　装

徳江街道　9.10　～　10.31 滝川地内　9.10　 ～　1  1 . 9

工事中何かとご不便をおかけいたしますが、ご協力をお願いいたします。

米 の生産調 整１００％達成
米の生産過剰を処理するため政府は、昨年度より米の生産調整を実施して祟りました。

わが国見町においては昨年は93％でしたが、本年度は1 1 0 7 %と目標を達成しました、 これ偏えに米生産農家

の方々のご理解の賜と深く感謝申し上げる次第であります。

各地区別、部落別に分析して見ますと、それぞれ特殊事情があってまちまちではありますが、100 ％に達しな

くとも苦労された部落、1人で多くの面積を減反されたため楽に100  %に達した部落等あり、一概に是非を論ずる

事は出来ませんが、お互いに協力しあって「‾正直者が馬鹿を見た」と云うことのないようにしたいものです。

以下参考までに部落別の達成率を掲載いたします。

部 落 名 目標面積 実施面積 達 成 率 戸　数 部 落 名 目標面積| 実施面積 達 成 率 戸　数
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板　　橋 引 72 , 0 1 79. 1 １　１ 宮 町 南 106 122,91 115,9 １　０

泉 田 上 126 1 3 0 , 4 / 1 03 , 5 冂 々　　 北 164 1 58 , 55 96,6 冂
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一
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々　　 表
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銷　　町 25 28,80 1 1 5 , 2 ３ 山 崎 北 273 298,02 109,1 ２７

くにみ



部 落 名

滝　　 山

山 崎 舘

山 崎 小 舘

計
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1  1  0  ,  1

- 一一-皿-　 皿　- ㎜¶w‾〃- ふ

1358

㎜-- ¶¶-- ■-　　　’㎜･･4
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戸　数 部 落 名 目標面積 実施面積･･ 達 成 率 戸　数
一戸
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㎜ 〃 a - - を心 　 - w 　 a 　 皿 -  - -
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○　県指示との比較 （1） 面　　積

(実績)  1 1 , 245.29

( 目標) 凵 川〕O町
×1  00= 1 1に339  %

（2） 数　　 量

（実績)  598 , 060

一一　 一 一（目標540  , 0004
×100=  1 1 0 , 751 %

○　委任申請者別

農　　協

東 海 林

計

(面　　積)
1  0 , 733 , 4ｱ 町

５凵,82

m 245  , 29

(概算払金額)

2 , 825 , 8 円
｡ 096 , 5

3 , 922 , 40

(戸 数)

凵70戸
59

1,229

県民総ぐるみで交通事故を座くそう

秋の全国交通安全運動
重点目標 【9 月27 囗～10 月６日】

１ こどもと老人の事故防止

２ 飲酒運転の追放

３ バイクと自転車の事故防止

４改正道路交通法の周知徹底

県民の一日１日標
--
月　日 曜 目　　　　　　　　　 標

9､27 月 正しい歩行 と安全運転 の励行

28 火
通園通学路、交差点、横断歩道お よ
び踏切におけ る安全確認の励行

29 水
老人を交通事故から守る日県民総ぐ
るみの街頭活動

30 木
交通事故多発地 点におけ る安全運動

の励行

10、1 金
交通事故ゼロの実現

飲酒運転の追放

2，土

一
日

一

月

全国一せい こどもを交通事故から守

る日

３
交通安全家族会議の日

飲酒運転 の追放

４
適正な運行管理および安全運転管理

の徹底　　　　　　 ｊ

５ 火
通圉通学路お よび老人福祉施設周辺

の道路環境の再点検

６ 水 交通事故ゼロの実現･ょ－

待
つ
の
は
チ
Ｅ
ツ
ト

怪
我
一
生

Ｖ
踏
切
の
安
全
通
行
Ａ

１
、
踏
切
は
二

且
止
っ
て
左

右
の
安
全
を
確
認
し
ま
し

よ
う
。

２
、
踏
切
警
報
機
の
膓
っ
て

卜
る
と
き
の
通
行
は
絶
対

に
や
め
ま
し

ょ
う
。

３
、
下
り
列
車
が
通
過
し
て

も
上
り
列
車
が
く
る
こ
と

を
予
期
し
、
安
全
を
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

４
、
踏
切
の
歩
行
は
や
め
ま

し
ょ
う
。

５
、
線
路
の
近
く
に
立
ち
入

ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

④
旧
月
１
囗
か
ら
列
車
時
刻

の
一
部
が
改
正
に
な
り
ま
す

上
り
郡
山
行

現
　
行
　
　

改
　
正

貝
田
駅
　
1
9・
0
1
　
　陶
・
1
6

藤
卍
駅
　
1
9・
0
8
　
　
1
9・
2
2

お
悔
み
申
し

上
け
ま
す

（
八
月
中
に
亡
く
な
ら
れ
た
方
　
　

敬
称
略
す
）

死
亡
日
　
氏
　
　
　

名
　

年
令
　

住
　
　
　
　

所

８
、６
　

武
田
　

キ
ミ
　
　
8
5
　
　
霖
山
　
上
岫
町
3
1

9
　
渡
辺
源
次
郎

、
7
6
　
　
泉
田
　

寺
こ

圓
9

1
2
　斎
藤
　
チ
ヨ
　
　
4
6
　
　
貝
田
　
林
1
8

1
3
　八
島
　

キ
チ
　
　
8
7
　
　
山
崎
　
小
林
8

1
5
　菅
野
　
（

夕
　
　
8
1
　
　
内
谷
　
舘
に

1
8
　須
田
マ
ツ
エ
　
　
6
6
　
　
藤
田
　
沢
田
三
、
1

2
0
　高
橋
喜
三
郎
　
　

叩
　
　

簇
田
　
北
2
5

2
6
　高
橋
キ
ミ
子
　
　
4
5
　
　
塚
野
目
沢
9

2
9
　黒
田
　
義
明
　
　

ワ
　
　

泉
田
　
畔
田
9

3
0
　瀬
戸
　
慶
吉
　
　
6
7
　
　
西
大
枝
牛
沢
前
膕

3
1
　鈴
木
　
市
助
　
　
6
7
　
　
小
坂
　
板
砠
2
4



［
体
力
の
増
進
、
精
神
の
純
化
］
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い

墳古室右の前年
0
0

回

古
刀
と
銀
環
（
耳
飾
り
）
出
る

森
山
古
填
発
掘
調
査

遺
跡
の
発
掘
調
査
を
す

る
に
は
文
化
庁
に
届
け
出

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
（
文

化
保
護
法
）
八
月
二
十
一

日
か
ら
森
山
古
墳
の
発
掘

調
査
を
す
る
計
画
に
な
っ

て
い
る
の
で
七
月
十
九
日

ま
で
に
一
切
の
手
続
き
を

す
る
。
地
主
（
朝
内
宗
光

佐

久

間

成
章

両

氏

）

の
快

諾

を

い
た

だ

い

た
こ

と

に
深

い

感

銘

を

覚

え

た

。（
添

付

書
類

の

第

一

は
地

主

の
発

掘
承
諾

書
）

次

は

地
元

の

協

力
を

得

た

こ

と
、
区

長

さ
ん

を

陣
頭

に
区

総

代

寺

院

総

代

神

社
間

係
者

な

ど
村

を

挙

げ
て
の
応
援
は
百
万
人
の
味
方

で
あ
っ
た
。
以
下
お
せ
わ
に
な

っ
た
皆
様
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

を
表
す
る
た
め
時
の
流
れ
を
報

告
す
る
。
尚
、
日
本
考
古
学
協

会
員
目
黒
吉
明
氏
を
担
当
者
学

生
十
八
名
を
調
査
員
に
委
隅
す

八
月
九
日
　
区
総
代
十
名
そ
れ

に
学
生
二
名
出
動
し
て
刈
払

い
を
す
る
。
炎
天
の
下
、
大

馬
力
を
か
け
て
や
っ
た
が
仕

事
半
ば
に
達
せ
ず
。

同
十
日
　
更
に
寺
役
員
、
神
社

総
代
ま
で
出
動
し
て
や
っ
た

結
果
、

匸
万
墳
か
ら
四

兮
墳

に
わ
た
り
約
一
反
歩
の
ジ
ヤ

ン
グ
声
が
き
れ
い

に
伐
り
開
か
れ
た

同
十
五
日
　
学
生
六

人
測
量

同
十
六
日
　
同
前

同
二
十
一
日
　

発
掘

作
業
開
始
一
号
墳

と
四
号
墳
に
ト
レ

ン
チ
設
定
、
全
員

六
班
に
別
れ
て
作

業
。
夜
は
全
員
町

の
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
合
宿
。

㈹

二
十
二
日
　
同
前

同
二
十
三
日
　
四
号

墳
に
石
室
の
一
部

あ
ら
わ
れ
る
。

同
二
十
四
日
　

言
万

墳
に
土
器
（
須
恵

韭

）
木
炭

あ

ら

わ
る
０‐

四
号

墳

み

ご

と
な

石

室
古

墳

で

あ

る
こ

と

が

わ
か

っ

た
。

長

さ

三

・
ニ

メ

ー
ト

片
、

幅

一

・

三

メ
ー
ト

ル
、
深

さ

は
ま

た

わ

か
ら

な

い
。

同

二

十

五
日
　

同

前

同

二

十
六

日
　

四

号

墳

側
壁

近

く

に
巾

二
〇

セ

ン
チ
、

長

さ

一

メ

ー
ト

ル
赤

さ
び
を

含

ん

だ
部

分

あ
ら

わ
る

。

調
査

の

結

果

古
刀

で
あ

る

こ

と

が
わ

が

り
、

意
気

大

い

に
揚

が
る

同

二

十
七

日

。
耳
飾

り
銀

環

二

個

あ
ら

わ

る
。
測

量
班

、
写

真

班

の
活

躍

い

よ
い

よ
期

待

さ
れ

る
。

本

日
中

に

終
了

見

込

み

な

ぎ
た

め
一

日
間

の

延

期

を
す

る
。

言
万
墳

ぱ
埋

戻

し

開
始

、
二

部

学

生
帰

る
。

同
二
十
八
日
　

四
号

墳
の
掘
上
げ
、
調

査
埋
戻
し
等
終
了

同
二
十
九
日
　
測
量

今
度
の
発
掘
調
査

で
発
見
さ
れ
た
も
の

は

二
万
墳
で
土
器
一

つ
、
四
号
墳
で
古
刀

二
振
（
写
真
上
）
銀

環
二
個
と
い
う
僅
か

な
も
の
に
過
ぎ
な
か

フ
た
が
、
県
北
地
方

で
始
め
て
と
い
う
横

穴
式
石
室
古
墳
（
写

真
下
）
が
出
土
し
、

古
墳
時
代
後
期
の
研

究
と
い
う
こ
と
で
学

界
に
大
き
な
貢
献
を

す
る
も
の
と
い
石

れ

て
い

る
。
只

残

念
な
こ

と
は

時

間

の

都
合

で

二
号

墳
三

号

墳

に

手
か
っ

か
ず
一

号

墳

の
掘

り
下

げ

さ
え

十
分
で

な

か

っ

た
こ

と

で
機

会

が
あ

っ

た
ら
是

非

調

査

し
て

み

た
い

と

は
関

係
者

一

同

の
声

で

あ
っ

た
。

こ

れ
ら

発

掘
場

所

は

全
部

埋

め
戻

し

て
原
状

に

復
す

る
こ

と

に
な

っ

て
い

る

が
、

地
元

皆

さ

ま
の

強

い
要

望

が

あ
る

た

め
、

町

で

は
石

室

古
墳

に
屋
根

を

か

け
、

そ

の
ま

ま

保
存

す

る
こ

と

に

な
っ
・
だ
の

で
町

民

の

皆

さ
ん

ぜ
ひ

ご
ら

ん

く

だ
さ

い

。
そ

の

節
は

必
ず

お
寺

（

長

栄
寺

）

に

寄

っ

て
許

し

を
う

け

て
も

ら

い

た
い

。

出
土

品

は
一

応
文

化

庁

に
提

出
、

研

究
調

査

が
す

み

次

第

地

元
に
譲
渡
さ
れ
る
の
で
町
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
保
管
展
示
し
、
皆

さ
ん
の
観
覧
に
供
す
る
。

今
回
の
調
査
に
当
り
、
両
地

主
並
に
森
山
区
の
皆
さ
ん
に
は

養
蚕
、
も
も
の
出
荷
と
ね
こ
の

手
も
借
り
た
い
農
繁
期
、
し
か

も
焼
く
が
如
き
炎
天
下
の
刈
払

い

を
始

め
、
野

菜

く
だ

も
の

お

菓
子

お

金

な

ど
た

く

さ
ん
の
慰

問
品

、

毎

日
の

ご

声

援
、
お

鑽

り

物
な

ど

物

心
両
面

に
・
わ
た

り
・

ご

援
助

い

た
だ

き

ま
し

て
ま
こ

と

に

あ
り

が

と
う

ご

ざ
い
ま

し

た

。

心
か

ら
お

礼

申
し

上
げ

ま

す

。
　

（
町

史
編

纂

室
一
同

）

「

国
見
町
吟
詠
会
」
　
入
会
歓
迎

詩
吟
（
朗
吟
）
は
健
康
上
に

よ
く
そ
れ
を
習
得
す
る
こ
と
自

体
一
つ
の
楽
し
み
で
あ
る
と
共

に
、
人
格
の
陶
治
に
役
立
ち
ま

す
。

詩
歌
の
心
を
よ
く
読
み
と
っ
て

そ
の
愛
情
を
心
に
移
し
て
韻
謳

す
る
の
が
朗
吟
（
吟
詠
）
で
す

「
吟
道
は
剣
道
に
通
ず
」

と
い
わ
れ
る
く
ら
い
礼
儀
正
し

い
も
の
で
す
。

わ
が
国
見
吟
詠
会
は
昭
和
三

十
八
年
五
月
結
成
以
来
満
八
年

余
、
流
派
は
全
国
会
員
数
三
十

万
と
称
さ
れ
る
斯
の
道
唯
一
の

社
団
法
人
日
本
詩
吟
学
院
岳
風

会
に
所
属
し
、
県
吟
詠
連
合
会

に
お
い
て
も
高
く
評
価
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
現
在
、
会
員
数
は

男
女
一
九
名
（
他
に
目
下
休
会

者
、

コ
一
名
）
毎
週
月
曜
日
午

後
七
時
半
よ
り
九
時
ま
で
（
季

節
に
よ
り
変
更
）
町
民
福
祉
セ

ン
タ
ー
第
二
会
議
室
で
練
習
し

て
お
り
ま
す
。
同
好
者
多
数
の

入
会
を
歓
迎
し
ま
す
。

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

（

八
月

中
出

生
届

を
さ

れ
た
方
　

敬

称
略

す
）

出
生
日
　

氏
　
　
　

名
　
親
名
と
続
柄
　

住
　
所

７
、
2
6
　渡
部
小
百
合
　
　

一
郎
の
２
女
　
高
城
逢
田
２

々
2
7
　
八
島
　
久
恵
　
　
藤
市
の
２
女
　

高
城
弘
前
ｍ

々
2
9
　
高
梨
　
純
也
　
　
正
志
の
長
男
　
塚
野
目
南
寺
田
1
5

々
2
9
　
吉
田
由
美
子
　
　
美
好
の
長
女
　

森
山
西
新
田
2
4

8
、３
　

吉
田
　
早
苗
　
喜
八
郎
の
長
女
　

山
崎
中
島
４

ク

４
　

安
藤
　
信
明
　
二
三
夫
の
長
男
藤
田
観
月
台
１
の
3
6

ク

８
　

石
川
　
克
典
　
　
尚
男
の
長
男
藤
田
古
鹿
島
1
6の
３

々

９
　

吉
田
　

信
幸
　
　
隆
夫
の
長
男
　

森
山
東
新
田
5
0

々

旧
　
佐
藤
　
　

薫
　
　
康
夫
の
長
女
藤
Ｅ
鶉
町
三
1
9の
口

々

凵
　

佐
久
間
美
弥
子
　
巌
　
の
２
女
　

藤
田
北
4
0

々

托
　
斎
藤
　
禎
浩
　
　
孝
一
の
長
男
　

貝
田
山
の
神
前
4
5

々
2
5
　
吉
田
　
弘
子
　
　

稔
　
の
長
女
　

貝
田
新
田
５
の
１



｡老後に健康と生きがいを″
敬老の日　老人福罐週間 ９月万日 ～ ９月2順

安
達
太
良
登
山
雑
感

古
稀
翁
　
佐
藤
　
寅
一

去

る

八
月

二
十

九

日

、

体

育
協
会

主

催

に

よ
る
標

記

登
山

陂

に

最
高

年
者

と
し

て

参
加

一

昨
年

は
同

じ

安

達
太

良
、

昨
年

は

蔵
王

と

三
年

続
け

て

の

登
山

で
得

難

にい
体

験

を
つ

む
こ

と

が
で

き

た
の

で
、

所
感

の

一

端
を

記
し

て
み

ま

し

た
。

朝

七

時
十

六
分

藤

田

発

、

一
行

男
女

合

わ
せ

て

一
九

名
。

二

本
松

駅
下

車

、
岳

温

泉

ま
で

バ
ス

を
利

用

し

こ

こ

か
ら

登
山

道

に

は
にい
る
。

コ

厂

又

は

安
達

太
良

、
鉄

山

箕
輪

、

鬼
面
を

経

て

野
地

へ

の
下

山
で

あ

る
。

山
岳

地
帯

だ

け

の
寤

破
約

十

五

キ

ロ

の
行

程
、

私

は
元

来

山

が
好

き

、
殊

に
名

だ

た

る
山

は

な
お

さ

ら

と

い
う

わ
け

で
今

回

の
壮

図

に
参
加

し

た

次
第

で

あ
る
。

山

登

に
険

路

、
悪

路
は

つ

き
も

の
で

欹
て

書

く

必
要

も
あ

る
ま

い

詳

し
い

途

中
経

過

も

割
愛
す
る
。
大
方
の
皆
さ
ん
ば

手
近
な
山
な
の
で
登
山
体
験
の

有
無
に
拘
ら
ず
概
ね
お
わ
か
り

の
筈
。
こ
の
日
は
最
高
の
登
山

日
和
で
は
な
か
っ
た
が
ま
ず
ま

ず
の
天
気
で
、
安
達
太
良
山
頂

で
の
尽
食
時
に
は
幸
い
視
界
充

分
で
、
下
界
の
眺
望
な
ど
十
二

分
楽
し
む
こ
と
が
出
来
た
こ
と

は
登
山
な
れ
ば
こ
そ
で
あ
る
。

広
く
知
ら
れ
た
山
に
登
っ
て
み

れ
ば
そ
の
神
秘
的
雄
大
さ
に
威

圧
さ
れ
、
ま
た
一
方
に
お
い
て

は
こ
れ
を
征
服
し
た
と
の
満
足

感
が
湧
く
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
が
登
山
す
る
も
の
の
真

の

醍

醐

味

と

で

も

言

ま

し

よ

う

か

。

と

も

あ

れ

山

は

神

聖

な

も

の

と

の

観

点

か

ら

必

ず

リ

ー

ダ

ー

の

指

示

に

従

っ

て

登

山

声

１

Ｉ

ル

を

守

る

こ

と

。

同

行

者

へ

の

Ｉ

－

―

刔

が

緇

が

な

く

て

自

己

の

ペ

ー

ス

に

よ

れ

た

ら

こ

れ

に

越

し

か

ｌ

ｌ

ｊ

！ｌ
ｌ‘ｌ

ｌ
　
　

Ｉ

こ

と

は

な

い

。

で

き

れ

ば

体

力

ｌ

・
‐－

的

に

も

同

年

輩

の

グ

ル

ー

プ

で

登

る

よ

う

に

し

た

い

も

の

で

あ

る

。

来

年

も

こ

の

程

度

の

催

し

が

実

施

さ

れ

る

も

の

と

期

待

し

劼

別

て
　

く
　

‘
　

－
　
　

四

Ｉ

Ｉ
Ｉ
’・・
ＩＩＩ：
ＩＩ
・－ＰｌｌＩ

ＩＩ

が

参

加

さ

れ

て

健

康

へ

の

自

信

を

深

め

、

精

神

年

令

を

若

返

ら

せ

て

老

後

を

有

意

義

に

す

ご

さ

る

る

よ

う

に

。

登

山

は

高

年

者

で

も

で

き

る

も

の

、

す

ば

ら

し

く

楽

し

い

も

の

と

の

所

感

の

一

片

を

述

べ

て

筆

を

お

く

。

明
治
学
級
だ
よ
り

］
今
月
の
明
治
学
級

氏
家
・
高
橋
・
中
村
三
氏
に
き
く

今
月
の
明
治
学
級
は
二
十
五

日
（
土
）
の
午
後
一
時
か
ら
セ

ン
タ
ー
で
開
く
。
先
ず
学
級
生

一
同
で
お
金
を
出
し
合
い
、
清

野
先
生
の
厚
意
を
う
け
て
手
に

入
れ
た
油
絵
の
大
額
の
贈
呈
弍

を
行
な
い
、
わ
れ
ら
忿
セ
ン
タ

ー
大
講
堂
の
壁
に
掲
げ
る
。
次

い
で
午
後
一
時
半
か
ら
午
後
四

時
ま
で
梁
川
町
富
野
老
人
ク
ラ

ブ
の
庶
務
係
氏
家
正
直
さ
ん
や

保
原
町

公
民

館
主

事

高
橋
好

先

生

、

わ

が
国

見
町

の
住

民
課

長

中

村
政

治

さ
ん

に
お
願

い
し

て

、

老
人

ク

ーフ
ブ
や

老

人
学
級

の

や
り

方

に
つ

い

て
お
話

を

お
き

き
す

る
。

各

氏

と
も
そ

れ

ぞ
れ

の
会

や

学
級

の
運

営
に

あ

た
り

、

立
派

な
業

績
を

挙

げ
て
居

ら

れ

る
方

气

か
く

し
か

ん
ば

ん

の
な

い

と
こ

ろ
を

お
き

き
し

て

参
考

に
し

た

い

と
思
う

。

明

治

学
録

の

お
知

ら
せ

（
ｔ
）
日

時
　

９

月
2
5
日

（
土
）

午

後
一

時

か
ら

（
ｔ
）
場

所
ヽ

福
祉

セ

ン

タ

ー

④
内

容
　

１

額

ぶ

ち
贈
呈

式

２

講

義

米
老
人
福
祉
行
政
に
つ
い
て

国
や
県
、
町
で
は
ど
う
し

し
て
い
る
か
。
中
村
課
長

さ
ん
の
お
話

米
老
人
ク
ラ
ブ
の
在
り
方
に

つ
い
て
、
富
野
老
人
ク
ラ

ブ
で
は
ど
の
よ
う
に
運
営

し
て
い
る
か
氏
家
先
生
の

お
話

米
老
人
学
級
の
在
り
方
に
つ

い
て
保
原
町
寿
学
級
で
は

ど
う
し
て
い
る
の
か
高
橋

先
生
の
お
話

３
話
し
合
い

匸 ）

《

白
河
の
旅
∇

に
ど
う
ぞ

芭
蕉
の
足
あ
と

を
た
ず
ね

る
…

本

年
度

第

二
回

の
「

あ

お

ぞ

ら

教

室
」

、
今

回

は
県

南

に
あ

し

を
伸

ば

し

て
白
河

方
面

を

訪

ね

る

こ

と
に
し

た
。

「

都
を

ば

霞

と
共

に
立

ち
し

か

ど
、

秋

風

ぞ
吹

く
白
河

の
関
」

と
能

因

法

師

に
う

た
わ
せ

た
関

所
跡

、

松

平
楽
翁

公

が
勧

農

の

た

め
に

築

にい
た

南
湖
、

南

北
朝

の

事
蹟

を

と
ど

め

る
白
川

城
趾

明
治

維

新

の
戦

の
舞

台

と
な

っ

た
小

峯

城
趾

な

ど
を

た
す

ね
、

帰
途

時

間

が
あ

っ

た
ら
須

賀
川

郡
山
あ
た
り
の
文
化
財
を
も
探

り
た
い
。
ぜ
ひ
皆
さ
ま
の
ご
参

加
を
希
望
す
る
。

時
　

…
…

十
一

月

五
日

会
費

…
…

一
　一
〇

〇

円

定
員

…
：
大

型

バ
ス

ロ

ロ
分

先
着

五
〇

人

と
す

る

申

込
み

…
…

ふ
二
費

を

そ
え

吝

方

部

の
役

員
へ

申

込

む

方

部
役

員

は
十

月

二
十

五
日

ま
で

事
務

局

へ
。

館
跡
を
調

べ
る

呆

前
）

今
回
調
査
し
た
、
町
内
の
館

跡
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

▽
小
坂
方
部
△

宇
多
丸
・
北
畠
・
黒
田
・
小

屋
館
・
内
谷

▽
藤
田
方
部
△

源
宗
山
・
山
崎
・
石
毋
田
・

陣
場
山

▽
森
江
野
方
部
△

館
西
・
堀
内
・
反
畑
・
徳
江

・
塚
野
目
城

▽
大
木
戸
方
部
△

大
杢
尸
・
高
城
・
土
井
・
遠

矢
崎

▽
大
枝
方
部
△

根
岸
・
金
谷
・
築
館

あ
つ
か
し
俳
句
会
（
八
月
二
十
一
日
）

兼
題
　
「
新
涼
」
　「
鯛
」
　
　
　席
題
　

雑
二
句

・
　
新
涼
の
水
銀
灯
が
星
を
抜
く
　
　
　
　
　

早
田
　
灰
鳥

や
　
ひ
ぐ
ら
し
の
鳴
い
て
帰
り
途
袖
一
人
　
　

奥
山
　
甲
二

米
　
蜩
に
夕
日
こ
ぼ
る
る
懈
の
山
　
　
　
　
　

斎
藤
黄
鶴
楼

米
　
蜩
に
望
郷
の
痼
頻
り
な
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
陽

米
　
新
涼
を
入
れ
て
シ
ャ
ツ
の
釦
と
く
　
　
　
　
　
　

正
一

や
　
白
壁
に
赤
き
夕
目
辛
鯛
の
鳴
く
　
　
　
　
　
　
　

廁
仏

湊
　
鯛
や
松
の
瘤
よ
り
脂
垂
る
る
　
　
　
　
　
　
　
　

雨
田

米
　
蜩
や
故
郷
の
川
に
釣
垂
る
る
　
　
　
　
　
　
　
　

蔦
水

米
　
鯛
や
岫
り
ゆ
く
手
に
灯
を
と
も
す
　
　
　
　
　
　

山
月

米
　
新
涼
の
西
日
こ
ぼ
る
る
庫
裡
の
獵
　
　
　
　
　
　

泰
山

米
　
待
つ
便
り
と
ぎ
れ
て
遠
し
夕
蜩
　
　
　
　
　
　
　

勝
ヱ

米
　
新
涼
は
ひ
じ
よ
り
し
の
ぶ
も
の
と
知
る
　
　
　
　

夢
泉

米
　
蜩
の
声
童
心
の
山
駈
け
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吐
絹

米
　
し
つ
け
糸
白
さ
冴
え
た
り
秋
す
ず
し
　
　
　
　
　

正
雄

米
　
新
涼
に
肌
な
ぶ
ら
せ
て
黙
考
す
　
　
　
　
　
　
　

祥
子

米
　
新
涼
や
月
に
そ
よ
が
す
洗
髪
　
　
　
　
　
　
　
　

は
る
子

米
　
新
涼
や
小
雨
そ
ぼ
ふ
る
石
ぼ
と
け
　
　
　
　
　
　

か
ね
子

米
　
新
涼
の
声
高
々
と
毋
子
づ
れ
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
子

米
　
蜩
や
帰
る
山
路
を
さ
み
し
う
す
　
　
　
　
　
　
　

貞
子

米
　
新
涼
や
テ
レ
ビ
の
猿
が
搴
を
叩
く
　
　
　
　
　
　

栄
子


	page1
	page2
	page3
	page4



